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２ 日本語指導が必要な児童生徒に対する国の施策 －「特別の教育課程」－ 
 文部科学省の「日本語指導が必要な児童生徒の受入れ状況等に関する調査（平成 24 年
度）」4）によると、国内の公立学校に在籍する日本語指導が必要とされる外国籍児童生徒は
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えるような体制の整備が強く求められるようになり、平成 26 年 4 月 1 日から在籍学級以
外の教室で行われる指導を「特別の教育課程」として編成することができるようになった。





































③指 導 者：日本語指導担当教員（教員免許を有する教員）及び指導補助者 
④授業時数：年間 10単位時間から 280単位時間までを標準とする 
⑤指導の形態及び場所：原則、児童生徒の在籍する学校における「取り出し」指導 
⑥指導計画の作成及び学習評価の実施：計画及びその実績は、学校設置者に提出 



























































（竹林地・肥後 2003、海津・佐藤 2004、海津他 2005 など）。 
外国人児童生徒を対象とした日本語の「個別の指導計画」作成には、上記で指摘されて








語指導担当 1 年目の教員である。これまで海外滞在経験、日本語教育経験はない。 
T の勤務校は総児童数約 380 人、うち外国籍児童数約 50 人で、市内でも外国籍児童の
在籍割合が高い小学校である。校内には日本語教室が設置され、取り出しによる指導が行
われている。通級児童数は通常、1 年生から 6 年生まで 15～18 人程度であり、日本語習
得状況に応じた日本語学習や教科補習が個別に行われている。 







4-2 調査対象となる児童  
 B 児は小学 1 年生の外国人児童である。日本生まれだが、3 歳で帰国し、就学前年に再
来日した。就学まで約半年間家庭で過ごしており、幼稚園や保育所へは通っていない。小
学校入学後の 4 月から日本語教室に 1 日に 1～3 時間程度通級している。入学当初は日本
語でのコミュニケーションが難しく、日本語教室では指導補助者による母語での指示に頼




4-3 調査の概要 －個別の指導計画の PDCAサイクル－ 
B 児の指導の計画･実践・振り返りは PDCA サイクル（計画‐実施‐評価‐改善）の手
法に基づいて行った。PDCA サイクルの期間は、第 1 期（平成 25 年 9 月～11 月）、第 2
期（平成 25 年 11 月～12 月）、第 3 期（平成 26 年 1 月～3 月）に分けることとした。以
下、表 4 にその流れを示す。 
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①      ②      ④      ⑤       ⑦       ⑧       ⑩ 
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まず B 児の実態把握を目的に情報を収集し（表 4 の①、以下同様）、それをもとに指導
目標や手立てなど、第 1 期の計画を作成して（②）、実践を行った（③）。11 月には第 1
期の指導についての評価を行い、改善点を検討して（④）、第 2 期の計画につなげた（⑤）。








具体的には、T に B 児の日本語教室の様子だけではなく在籍学級での様子についても情
報を収集することを依頼した。B 児の強みを捉え、それを実際の指導と関連させていくた
めに、担任教員や指導補助者に「B 児の強み（得意なこと、好きなこと）」「授業・活動・
休み時間等の B 児の様子」「B 児の学習状況（どこまで習得しているか）」「B 児の躓きと、








 先述の 4-4 の PDCA サイクル（表 4）の流れに沿って、T が作成した B 児の個別の指導
計画とその評価について記述する。 
 
5-1 B児の実態把握と第 1期指導計画の作成（表 4 ①・②） 
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て情報を収集した。また指導補助者の協力を得て、B 児本人にも学校での勉強に関して聞
き取りを行った。以下、表 5~7 にその結果をまとめる。 
 






















ひらがなの読み書きは、T としては 1 年生のうちに身につけてもらいたい最優先事項であ
ったため、学年末までの長期目標として、「ひらがなが読んで書けるようになること」「国
語の教科書がみんなと一緒に読めるようになること」の二つを設定した。 

















・最近の計算テストの結果： 計算問題 80点/100点、文章題 23点/50点 
・Ｔが本人に「算数、好き？」と聞いたところ、その意味が理解できず答えられなかった。 
・国語は苦手意識が強く、1学期から継続して「難しい」「分からない」と言うことが多い。 
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活動内容やその方法を個別に直接説明すれば理解でき、進んで取り組めることも分かった。 




第 1期 9月～11月 指導計画 
























5-2 第 1期評価・改善点の検討と第 2期指導計画作成（表 4 ④･⑤） 
5-2-1  評価 
ⅰ）ひらがなを読む： 目標は未達成 
指導の実施にあたり、まず 9 月に B 児がひらがなをどの程度読めるか、T がひらがな文





11 月にひらがな読みの確認をしたところ 1 回目（11 月 19 日）に読めたのは 30 文字、2
回目（21 日）には 34 文字で、9 月の結果とほぼ変化がなかった。しかしこの 3 回の確認
から、B 児が毎回読めなかった文字が「こ・つ・の・へ・む・め・も」の 7 文字であるこ
とが分かった。 
 






その結果、B 児はこの 3 つについては指示を聞いて行動ができるようになった。数字の聞
き取りが不十分なため、ページ数は聞き落とすことがあるが、「開いて」と聞くと周囲の児
童の様子を見ながら教科書を開くことができ、学習の準備が早くできるようになった。 
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5-2-2 Tによる第 1期の振り返り 
ひらがなの読みに関しては、当初の計画通りには進まなかったが、読み方の確認を定期
的に行った結果、B 児が苦手とする 7 文字を特定することが可能となった。また、B 児の
観察から「虫」「果物」「体の部位」の絵・文字カードに興味があることが分かった。そこ




5-2-3 第 2期指導計画 
第 1 期の評価・振り返りを踏まえ、T は第 2 期の指導計画ではひらがなの清音の読みに
焦点を当てることとした。 
 
第 2期 11月～12月（2学期末）指導計画 













5-3 第 2期評価・改善の検討と第 3期指導計画作成（表 4 ⑦・⑧） 
5-3-1 評価 
ⅰ）ひらがなを読む： 手立てを変更・目標は概ね達成 
T は B 児が苦手とするひらがな 7 文字を意識しながら、文字をマスに書く練習も毎日行
った。しかし、B 児はひらがなの練習にあまり積極的には取り組んでいない様子が観察さ
れたため、T は B 児が「文字の練習をやらされている」と感じているのかもしれないと考
えた。12 月になると B 児は自分から「漢字を勉強したい」と意欲を示し始めた。以前か
ら B 児は漢字の成り立ちを絵で表した教材や、漢数字に興味を示していたことから、T は
12 月上旬から 1 年生の漢字プリントを使用した練習に切り替えた。 
2 学期末に行われた漢字 25 問テストでは、T の支援つき 7）ではあるが、B 児は 5 回目
の挑戦で全問正解できた。また 3 学期初日に前回と同じひらがなの読み確認を行ったとこ
ろ、清音 46 文字中 43 文字読めるようになったことが分かった。 
 
5-3-2 Tによる第 2期の振り返り 








題として出された作文を書くときの 2 回のみであった。 
また、T が B 児本人に漢字が好きかと尋ねると「好き。漢字ドリルをやりたい。プリン
トもやりたい。」と答えられており、以前より日本語でのやり取りができるようになったこ
とが感じられた。 





5-3-3 第 3期指導計画 
 第 2 期の評価と振り返りを踏まえ、T は第 3 期の指導計画に目標を 3 つ設定した。 
 
第 3期 指導計画作成 

























1 から 100 までの数字を
見て言える 
 
5-4 第 3期評価（表 4 ⑩） 
5-4-1 評価 
i）漢字： 目標は未達成 
 1 週間に 3 回ほど漢字練習プリントやドリルを使用して、漢字の読み、書き練習を実施
した結果、3 月第 2 週に行われた漢字テストでは漢字を書く問題では全 80 字のうち、57
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点中 80 点、文章題を含む問題は 100 点中 75 点であり、文章題の 2 問中 1 問は式・答え
ともに正答できていた。 
 
ⅲ） 100までの数： 目標達成 
 口頭で 100 までの数を言うことができるようになった。また算数プリントで 100 までの
数を順番に書くことができていた。 
 














6-1  Ｔの意識の変容 
 「個別の指導計画」作成を通して、T の意識には 2 つの変容が見られたと考えられる。 
 1 つめは B 児を捉える視点の変容である。今回の調査開始前、T は学習に取り組むこと
ができない B 児を「学習意欲が低い」と感じており、「B 児の学習意欲を高めるためには
どうしたらよいか」という問いから実践が始まった。しかし第 2 期以降は、T の語りに B
児が学習に「進んで」「自分から」取り組むようになったという積極性や自主性に関するこ
とが増えている。このことから、TのB児に対する見方が肯定的に変化したことが窺える。 
 この変容の要因として、T が B 児の実態をより多面的に把握し、それらを効果的に指導
につなげられたこと、具体的には、T が B 児のことばの力をより詳しく理解したこと、そ










始した。その結果、B 児の学習への取り組みに変化が見られ、T も「B 児は内容や方法が
理解できれば、自ら学習に取り組むことができる」と捉えるようになった。 




























手立て・評価の観点については、筆者と話し合いながら主として T が設定した。T は目標
や評価基準をどこに設定したらいいのか迷うことがあったと述べ、「学年の（指導）内容が
当てはまればいいんですけど、当てはまらない時にちょっと厳しい、難しいんですよね。
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しやすかったのだろう。また、漢字の練習は、在籍学級の学習とも関連性があり、B 児の
興味と学習意欲も高かったため、積極的に取り組めたのだと思われる。さらに今回の実践
では T に意識されてはいなかったが、例えば課題を終えた B 児を T が様々な手段を用い






































Mar. 2015 外国人児童に対する日本語指導の実践と課題 83 
文部科学省「学校教育法施行規則の一部を改正する省令等の施行について（通知）（2014











6）文部科学省「特別支援教育の推進について（通知）平成 19 年 4 月 1 日」「小中学校に
おける LD（学習障害）、ADHD（注意欠陥／多動性障害）、高機能自閉症の児童生徒へ
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Abstract 
Case Study of One Teacher’s Practice for Teaching Japanese as a 
Second Language in a Primary School 
FURUKAWA Atsuko 
It has become possible to organize the Japanese as a second language (JSL) education 
in primary and secondary schools as "special curriculum" from the 2014 academic year. 
It has been expected that the number of teachers who will have the responsibility for 
making individualized education plans for foreign students will be increasing. 
However, most teachers have little or no experience both in teaching Japanese as a 
second language, and in writing individualized education plans. It is necessary, 
therefore, to provide specific support to such teachers. For that purpose, it should be 
clarified what problems they have, and what support they need in their daily practice of 
JSL education. 
This paper describes one teacher's experience making an individual educational plan 
for a first-grade student who recently arrived in Japan. The practice was carried out 
through the PDCA (Plan-Do-Check-Action) cycle. Through this process, the teacher’s 
understanding of the student changed. In addition, the teacher realised that making a 
plan was important and efficient for a student’s progress. Finally, by analyzing the 
teacher’s practice, it became clear that cooperation between teachers and understanding 
the various perceptions of teachers on language education are necessity for making 
individualized education plans. 
